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告
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模
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に
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す
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意
見
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一
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指
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縦
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開
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…
…
…
…
…
…
…
三

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
及
び
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え

八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万

に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ

て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

公
安
委
員
会
告
示

指
定
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関
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公
示
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…
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告

競
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九

〇
告

示

大
分
県
告
示
第
五
百
二
十
二
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
豊
後
大
野
市

長
か
ら
次
の
と
お
り
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（
仮
称
）
フ
レ
ス
ポ
豊
後
大
野
（
Ⅱ
工
区
）

豊
後
大
野
市
三
重
町
赤
嶺
字
大
宮
田
二
○
三
二
番

外

二

意
見
の
概
要

㈠

交
通
に
係
る
事
項
に
つ
い
て

㈡

防
犯
に
係
る
事
項
に
つ
い
て

㈢

騒
音
に
係
る
事
項
に
つ
い
て

三

関
係
書
類
の
縦
覧

１

縦
覧
期
間

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
か
ら
同
年
十
一
月
七
日
ま
で

２

縦
覧
場
所

大
分
県
商
工
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
課
及
び
大
分
県
豊
肥
振
興
局

大
分
県
告
示
第
五
百
二
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

宇
佐
市
院
内
町
田
所
字
野
長
尾
四
八
四
番
一
・
字
浦
山
四
八
六
番
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

か
ん

水
源
の
涵
養

三

解
除
の
理
由

公
共
施
設
用
地
と
す
る
た
め

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
大
分
県
農
林
水
産
部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
北
部
振
興
局

並
び
に
宇
佐
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

目

次

平
成
二
十
八
年

（ 金 曜 日 ）

第
二
八
二
〇
号

十

月

七

日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）
発
行
人

大

分

県

編
集

佐
伯
印
刷
㈱

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
報
（
告
示
）

一



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区

間

区
域
変
更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

メ
ー
ト
ル

延

長
メ
ー
ト
ル

備
考

県
道
円
座
中

津
線

中
津
市
三
光
上
深
水
字
塔
ノ

下
一
九
二
〇
番
一
地
先
か
ら

中
津
市
三
光
上
深
水
字
中
畑

平
一
五
六
六
番
六
地
先
ま
で

前

Ａ

一
二
・
〇

〜

七
・
〇

二
四
〇
・
〇

上
記
Ａ

及
び
Ｂ

は
、
関

係
図
面

に
表
示

す
る
敷

地
の
区

分
を
い

う
。

中
津
市
三
光
上
深
水
字
牛
頭

ノ
本
一
六
〇
三
番
二
地
先
か

ら中
津
市
三
光
上
深
水
字
牛
頭

ノ
本
一
五
八
六
番
一
地
先
ま

で

Ａ

一
二
・
〇

〜

七
・
〇

一
一
六
・
〇

後

中
津
市
三
光
上
深
水
字
塔
ノ

下
一
九
二
〇
番
五
か
ら

中
津
市
三
光
上
深
水
字
中
畑

平
一
五
六
六
番
六
ま
で

Ｂ

二
九
・
五

〜
一
〇
・
〇

二
一
四
・
〇

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区

間

区
域
変
更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

メ
ー
ト
ル

延

長
メ
ー
ト
ル

豊
後
大
野
市
朝
地
町
綿
田
字
嵩
添
一
三
六

一
番
二
か
ら

豊
後
大
野
市
朝
地
町
綿
田
字
嵩
添
一
三
六

九
番
二
ま
で

前

五
・
七

〜

四
・
四

一
〇
五
・
〇

大
分
県
告
示
第
五
百
二
十
四
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
一
の
と
お
り
漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）

第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
求
め
る
た
め
の
事
前
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
施
行
令
第
五
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を
次
の
二
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

届
出
事
項

１

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

臼
杵
市
大
字
大
浜
三
百
十
七
番
地

平
川

一
春

臼
杵
市
大
字
大
浜
二
百
四
十
三
番
地
の
一

東

徹
矢

臼
杵
市
大
字
中
津
浦
五
百
六
十
八
番
地

東

吉
幸

２

加
入
区

海
辺
加
入
区

３

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称

大
分
県
漁
業
協
同
組
合

二

指
定
漁
船
調
書
の
縦
覧

１

縦
覧
期
間

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
か
ら
十
月
二
十
一
日
ま
で

２

縦
覧
場
所

㈠

大
分
市
府
内
町
三
丁
目
五
番
七
号

大
分
県
漁
業
協
同
組
合
事
務
所

㈡

臼
杵
市
大
字
板
知
屋
千
二
百
五
十
七
番
地

大
分
県
漁
業
協
同
組
合
臼
杵
支
店
事
務
所

大
分
県
告
示
第
五
百
二
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
五
百
二
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
報
（
告
示
）

二



県
道
朝
地
直

入
線

豊
後
大
野
市
朝
地
町
綿
田
字
嵩
添
一
三
六

二
番
二
か
ら

豊
後
大
野
市
朝
地
町
綿
田
字
嵩
添
一
三
六

八
番
二
ま
で

後

四
一
・
七

〜
一
三
・
二

一
〇
〇
・
〇

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区

間

区
域
変
更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

メ
ー
ト
ル

延

長

メ
ー
ト
ル

県
道
成
仏
杵

築
線

国
東
市
安
岐
町
明
治
字
大
坪
一
七
七
番

一
か
ら

国
東
市
安
岐
町
明
治
字
本
手
四
六
四
四

番
二
ま
で

前

二
五
・
三

〜

六
・
七

一
、
○
八
四
・
○

後

四
三
・
二

〜

九
・
九

一
、
○
八
四
・
○

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供

用

開

始

区

間

供
用
開
始
年
月
日

県
道
円
座
中
津
線

中
津
市
三
光
上
深
水
字
塔
ノ
下
一
九
二
〇
番
五
か
ら

平
二
八
・
一
〇
・

七

中
津
市
三
光
上
深
水
字
中
畑
平
一
五
六
六
番
六
ま
で

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供

用

開

始

区

間

供
用
開
始
年
月
日

県
道
朝
地
直
入
線

豊
後
大
野
市
朝
地
町
綿
田
字
嵩
添
一
三
六
二
番
二
か

ら豊
後
大
野
市
朝
地
町
綿
田
字
嵩
添
一
三
六
八
番
二
ま

で

平
二
八
・
一
〇
・

七

大
分
県
告
示
第
五
百
二
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
五
百
二
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
五
百
二
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

〇
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
五
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八

十
条
、
第
八
十
一
条
及
び
第
八
十
六
条
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
二
日
現
在
で
大
分
県
議
会

議
員
及
び
大
分
県
知
事
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
（
以
下
「
選
挙
権
を
有
す
る
者
」
と
い
う
。
）
の
総
数
の
五

十
分
の
一
の
数
及
び
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の

四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し

て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算

し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

一

木

俊

廣

一

地
方
自
治
法
第
七
十
四
条
及
び
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の

一
の
数

一
九
、
八
四
八
人

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
報
（
告
示
・
選
管
委
告
示
）

三



二

地
方
自
治
法
第
七
十
六
条
、
第
八
十
一
条
及
び
第
八
十
六
条
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四

十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数

と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合

に
あ
つ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）

二
二
四
、
〇
四
五
人

三

地
方
自
治
法
第
八
十
条
の
規
定
に
よ
る
大
分
県
議
会
議
員
の
各
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者

の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
四
十
万

を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得

た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算

し
て
得
た
数
）

大

分

市

一
三
二
、
〇
三
九
人

別

府

市

三
三
、
三
八
五
人

中

津

市

二
三
、
四
五
三
人

日

田

市

一
九
、
一
四
九
人

佐

伯

市

二
一
、
五
一
四
人

臼

杵

市

一
一
、
五
一
八
人

津

久

見

市

五
、
五
二
九
人

竹

田

市

六
、
八
〇
九
人

豊
後
高
田
市

六
、
六
三
七
人

杵

築

市

八
、
七
二
八
人

宇

佐

市

一
六
、
三
四
〇
人

豊
後
大
野
市

一
一
、
〇
〇
二
人

由

布

市

九
、
八
九
九
人

国
東
市
・
姫
島
村

九
、
三
一
〇
人

日

出

町

七
、
八
九
四
人

九
重
町
・
玖
珠
町

七
、
五
八
四
人

〇
公
安
委
員
会
告
示

大
分
県
公
安
委
員
会
告
示
第
１０５号

指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
（
平
成
２
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
）
に
基
づ
き
、
指
定
講
習
機

関
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
２８年

１０月
７
日

大
分
県
公
安
委
員
会
委
員
長

髙
橋

治
人

１
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

⑴
公
益
財
団
法
人

大
分
県
交
通
安
全
協
会

大
分
市
豊
町
二
丁
目
１
番
２５号

幸
重
綱
二

⑵
有
限
会
社
自
動
車
事
故
防
止
協
会

大
分
市
大
字
津
守
５６４番

地
の
４

児
倉
和
男

⑶
株
式
会
社
日
田
自
動
車
教
習
所

日
田
市
桃
山
町
２４４１番

地
佐
藤
武
朗

⑷
有
限
会
社
中
津
自
動
車
学
校

中
津
市
大
字
大
新
田
３６８番

地
の
２

相
良
直
子

⑸
一
般
財
団
法
人

佐
伯
自
動
車
学
校

佐
伯
市
６７８５番

地
安
藤

茂
⑹
有
限
会
社
宇
佐
自
動
車
学
校

宇
佐
市
大
字
長
洲
２４００番

地
古
殿
武
美

⑺
有
限
会
社
杵
築
自
動
車
工
業
杵
築
自
動
車
学
校

杵
築
市
大
字
日
野
２８９３番

地
阿
部
長
夫

⑻
一
般
財
団
法
人

三
重
自
動
車
学
校

豊
後
大
野
市
三
重
町
内
田
１２８０番

地
三
浦
則
夫

⑼
国
東
市
立
国
東
自
動
車
学
校

国
東
市
国
東
町
北
江
４３９８番

地

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
報
（
選
管
委
告
示
・
公
安
委
告
示
）

四



三
河
明
史

⑽
山
口
産
業
株
式
会
社
亀
の
井
自
動
車
学
校
・
鶴
崎

大
分
市
大
字
鶴
瀬
４５４番

地
山
口

巧
⑾
株
式
会
社
竹
田
自
動
車
協
会

竹
田
市
大
字
植
木
７４０番

地
山
口

巧
⑿
山
口
産
業
株
式
会
社
亀
の
井
自
動
車
学
校
・
臼
杵

臼
杵
市
大
字
井
村
１８００番

地
山
口

巧
⒀
山
口
産
業
株
式
会
社
亀
の
井
自
動
車
学
校
・
別
府

別
府
市
上
人
本
町
４
番
１０号

山
口

巧
⒁
株
式
会
社
大
分
県
農
協
共
済
福
祉
事
業
社

大
分
市
舞
鶴
町
一
丁
目
４
番
１５号

大
�
信
也

⒂
有
限
会
社
大
明
工
業
大
分
自
動
二
輪
車
教
習
所

大
分
市
大
字
松
岡
１９５０番

地
山
口

巧
⒃
株
式
会
社
玖
珠
自
動
車
教
習
所

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
塚
脇
５２番

地
の
２

後
藤
征
支
郞

⒄
有
限
会
社
豊
の
里
自
動
車
学
校

豊
後
高
田
市
新
地
１６７５番

地
１

榎
本
善
仁

２
特
定
講
習
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

⑴
大
分
県
自
動
車
学
校

大
分
市
賀
来
北
一
丁
目
１１番

６
号

⑵
大
分
自
動
車
学
校

大
分
市
大
字
津
守
５６４番

地
の
４

⑶
日
田
自
動
車
学
校

日
田
市
桃
山
町
２４４１番

地

⑷
中
津
自
動
車
学
校

中
津
市
大
字
大
新
田
３６８番

地
の
２

⑸
佐
伯
自
動
車
学
校

佐
伯
市
６７８５番

地
⑹
宇
佐
自
動
車
学
校

宇
佐
市
大
字
長
洲
２４００番

地
⑺
杵
築
自
動
車
学
校

杵
築
市
大
字
日
野
２８９３番

地
⑻
三
重
自
動
車
学
校

豊
後
大
野
市
三
重
町
内
田
１２８０番

地
⑼
国
東
自
動
車
学
校

国
東
市
国
東
町
北
江
４３９８番

地
⑽
亀
の
井
自
動
車
学
校
・
鶴
崎

大
分
市
大
字
鶴
瀬
４５４番

地
⑾
亀
の
井
自
動
車
学
校
・
竹
田

竹
田
大
字
植
木
７４０番

地
⑿
亀
の
井
自
動
車
学
校
・
臼
杵

臼
杵
市
大
字
井
村
１８００番

地
⒀
亀
の
井
自
動
車
学
校
・
別
府

別
府
市
上
人
本
町
４
番
１０号

⒁
大
分
東
自
動
車
学
校

大
分
市
大
字
皆
春
５３１番

地
の
１

⒂
大
分
自
動
二
輪
車
教
習
所

大
分
市
大
字
松
岡
１９５０番

地
⒃
玖
珠
自
動
車
教
習
所

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
塚
脇
５２番

地
の
２

⒄
豊
の
里
自
動
車
学
校

豊
後
高
田
市
新
地
１６７５番

地
１

３
特
定
講
習
の
種
別
及
び
指
定
を
行
っ
た
年
月
日

⑴
初
心
運
転
者
講
習

平
成
２
年
９
月
２５日

取
消
処
分
者
講
習
平
成
１５年

５
月
８
日

⑵
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
報
（
公
安
委
告
示
）

五



〇
公

告

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百

七
十
二
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
調
達
契
約
（
以
下
「
特
定
調
達
契
約
」
と
い
う
。
）
の
締
結
が
見
込
ま

れ
る
の
で
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

調
達
を
す
る
物
品
等
の
種
類

大
分
県
防
災
映
像
公
開
シ
ス
テ
ム
機
器

一
式

二

競
争
入
札
の
参
加
者
資
格

１

競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

㈠

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す

る
者
に
該
当
す
る
場
合

㈡

大
分
県
が
発
注
す
る
物
品
等
の
製
造
の
請
負
及
び
買
入
れ
等
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に

必
要
な
資
格
（
平
成
二
十
年
大
分
県
告
示
第
百
四
十
八
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
、
定
め
ら
れ
た
期
間
を
経
過
し
て

い
な
い
場
合

㈢

営
業
に
関
し
、
許
可
、
認
可
等
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
得
て
い
な
い
場
合

㈣

県
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合

㈤

営
業
年
数
が
一
年
未
満
の
場
合

㈥

経
営
者
等
（
法
人
に
あ
っ
て
は
役
員
、
支
配
人
又
は
営
業
所
の
代
表
者
、
個
人
に
あ
っ
て
は
そ
の

者
、
支
配
人
又
は
営
業
所
の
代
表
者
を
い
う
。
）
が
、
暴
力
団
関
係
者
（
暴
力
団
員
（
暴
力
団
員
に

よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
暴
力
団
（
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
暴
力
団
員
と
交
わ
り
を
持
つ
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
場

合
㈦

暴
力
団
関
係
企
業
等
（
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
が
経
営
を
支
配
し
、
又
は
利
用
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
企
業
又
は
団
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合

２

資
格
審
査
事
項
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈠

年
間
契
約
実
績
（
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
調
達
契
約
の
入
札
日
（
以
下

「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
営
業
年
度
の
直
前
の
営
業
年
度
（
決
算
が
基
準
日
ま
で
に
確
定

し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
決
算
の
確
定
し
て
い
る
営
業
年
度
。
以
下
「
基
準
年
度
」
と
い
う
。
）

の
販
売
等
の
実
績
を
い
う
。
）

㈡

経
営
規
模

イ

自
己
資
本
額
（
基
準
年
度
の
決
算
に
お
け
る
自
己
資
本
金
の
額
を
い
う
。
）

ロ

従
業
員
数
（
基
準
日
の
前
日
に
お
け
る
営
業
に
従
事
す
る
者
の
数
を
い
う
。
）

ハ

機
械
設
備
等
（
基
準
年
度
の
決
算
に
お
け
る
機
械
設
備
等
の
保
有
状
況
を
い
う
。
物
品
の
製
造

を
業
と
す
る
者
に
限
る
。
）

㈢

営
業
年
数
（
基
準
日
の
前
日
ま
で
の
営
業
年
数
を
い
う
。
）

㈣

流
動
比
率
（
基
準
年
度
の
決
算
に
お
け
る
流
動
資
産
の
額
を
流
動
負
債
の
額
で
除
し
て
得
た
数
値

を
百
分
率
で
表
し
た
も
の
を
い
う
。
）

三

入
札
を
希
望
す
る
者
の
資
格
審
査
申
請
の
方
法
等

取
消
処
分
者
講
習
平
成
１６年

５
月
１７日

⑶
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

取
消
処
分
者
講
習
平
成
１８年

９
月
１３日

⑷
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

取
消
処
分
者
講
習
平
成
２５年

１１月
１４日

⑸
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

取
消
処
分
者
講
習
平
成
１６年

７
月
３０日

⑹
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

取
消
処
分
者
講
習
平
成
１８年

１２月
１
日

⑺
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

⑻
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

⑼
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

⑽
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

⑾
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

⑿
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

⒀
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

⒁
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

取
消
処
分
者
講
習
平
成
２６年

３
月
１４日

⒂
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

⒃
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

⒄
初
心
運
転
者
講
習
平
成
２
年
９
月
２５日

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
報
（
公
安
委
告
示
・
公
告
）

六
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１

申
請
の
方
法

県
の
所
定
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
及
び
添
付
書
類
を
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

申
請
書
の
提
出
先
及
び
問
合
せ
先

大
分
県
会
計
管
理
局
用
度
管
財
課
物
品
調
達
班

〒
八
七
〇
―
八
五
〇
一

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号

電
話

〇
九
七
―
五
○
六
―
二
九
五
七

３

申
請
の
時
期

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
か
ら
同
年
十
一
月
四
日
ま
で
と
す
る
。

な
お
、
申
請
者
が
期
日
以
降
に
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
の
後
も
随
時
に
受
け
付
け
る
が
、
入

札
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
。

四

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間
及
び
当
該
期
間
の
更
新
手
続

１

有
効
期
間

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間
は
、
資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
平
成
三
十
年
九
月
三
十
日
ま
で
と
す

る
。

２

更
新
手
続

平
成
三
十
年
十
月
一
日
以
後
、
入
札
参
加
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
告
示
に
基
づ
く
入
札
参
加

資
格
の
審
査
の
申
請
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

五

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
入
手
方
法

１

申
請
書
の
交
付
場
所

三
の
２
に
同
じ

２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
入
手

大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.oita.jp/soshiki/20100/nyusatsu2016.htm

l

六

競
争
入
札
参
加
資
格
の
取
消
し
等

１

競
争
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
そ
の
他
知
事
が
必
要

と
認
め
る
場
合
は
、
当
該
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
り
消
し
、
又
は
三
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
競
争

入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

㈠

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
と
判
明
し
た
場
合

㈡

告
示
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
と
判
明
し
た
場
合

㈢

告
示
第
四
条
第
二
項
及
び
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
に
お
い
て
、
申
請
書
又
は
そ
の
添
付

書
類
に
虚
偽
の
記
載
を
し
、
そ
の
事
実
が
競
争
入
札
参
加
資
格
取
得
後
に
判
明
し
た
場
合

㈣

競
争
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
者
が
、
贈
賄
等
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
、
若
し
く
は
起
訴
さ
れ
、
又
は

暴
力
団
関
係
者
若
し
く
は
暴
力
団
関
係
企
業
等
に
対
し
て
金
銭
、
物
品
そ
の
他
財
産
上
の
利
益
を
与

え
た
と
判
明
し
た
場
合

２

１
に
よ
り
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
り
消
し
、
又
は
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
し
た
と
き

は
、
そ
の
旨
を
当
該
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
た
者
に
通
知
す
る
。

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
の
で
公
告
す
る
。

平
成
２８年

１０月
７
日

大
分
県
知
事

広
瀬

勝
貞

１
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

⑴
借
入
物
品
及
び
数
量
大
分
県
防
災
映
像
公
開
シ
ス
テ
ム
機
器
一
式

⑵
借
入
契
約
期
間
平
成
２８年

２
月
１
日
か
ら
平
成
３３年

１
月
３１日

ま
で
の
長
期
継
続
契
約
と
す

る
。

２
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
者

⑴
大
分
県
が
発
注
す
る
物
品
等
の
製
造
の
請
負
及
び
買
入
れ
等
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
を
取
得
し
た
者

⑵
自
己
又
は
自
己
の
役
員
等
が
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
及
び
次
に
掲
げ
る
者

が
、
経
営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
。

な
お
、
資
格
要
件
確
認
の
た
め
、
大
分
県
警
察
本
部
に
照
会
す
る
場
合
が
あ
る
。

ア
暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
７７号

）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

イ
暴
力
団
員
（
同
法
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

ウ
暴
力
団
員
が
役
員
と
な
っ
て
い
る
事
業
者

エ
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
者
を
雇
用
し
、
又
は
使
用
し
て
い
る
者

オ
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
者
と
下
請
契
約
又
は
資
材
、
原
材
料
の
購
入
契
約

を
締
結
し
て
い
る
者

カ
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
に
経
済
上
の
利
益
又
は
便
宜
を
供
与
し
て
る
者

キ
役
員
等
が
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
と
社
会
通
念
上
ふ
さ
わ
し
く
な
い
交
際
を
有
す
る
な
ど
社
会
的

に
非
難
さ
れ
る
関
係
を
有
し
て
い
る
者

ク
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
い
る
者

⑶
納
入
し
よ
う
と
す
る
物
品
が
仕
様
を
満
た
す
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
等
を
平
成
２８年

１１月
１０日

（
木
）
午
後
５
時
ま
で
に
大
分
県
土
木
建
築
部
建
設
政
策
課
技
術
・
情
報
シ
ス
テ
ム
班
に
提
出
し
、
審

査
を
受
け
、
承
認
を
受
け
た
者

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
報
（
公
告
）

七



３
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
を
申
請
す
る
時
期
及
び
場
所

⑴
申
請
の
時
期

平
成
２８年

１０月
７
日
（
金
）
か
ら
同
年
１１月

４
日
（
金
）
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝
日
を
除

く
。
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

な
お
、
申
請
者
が
期
日
以
降
に
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
の
後
も
随
時
に
受
け
付
け
る
が
、
入

札
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
。

⑵
申
請
書
類
の
提
出
先

大
分
県
会
計
管
理
局
用
度
管
財
課
物
品
調
達
班

〒
８７０－

８５０１
大
分
市
大
手
町
３
丁
目
１
番
１
号

電
話

０９７－
５０６－

２９５７
４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
及
び
日
時

⑴
場
所
大
分
県
土
木
建
築
部
建
設
政
策
課
技
術
・
情
報
シ
ス
テ
ム
班

〒
８７０－

８５０１
大
分
市
大
手
町
３
丁
目
１
番
１
号

電
話

０９７－
５０６－

４５５９
⑵
日
時
平
成
２８年

１０月
７
日
（
金
）
か
ら
同
年
１１月

１０日
（
木
）
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝

日
を
除
く
。
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

５
入
札
参
加
条
件

入
札
説
明
書
に
規
定
す
る
参
加
資
格
確
認
申
請
書
兼
誓
約
書
及
び
納
入
し
よ
う
と
す
る
物
品
の
機
能
等

証
明
書
を
平
成
２８年

１１月
１０日

（
木
）
ま
で
に
１４に

掲
げ
る
業
務
担
当
部
局
に
提
出
し
、
入
札
参
加
資
格

確
認
通
知
書
に
よ
る
参
加
資
格
認
定
通
知
及
び
機
能
等
証
明
書
の
承
認
通
知
を
受
け
た
者

６
入
札
書
及
び
契
約
の
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

⑴
使
用
言
語

日
本
語

⑵
通

貨
日
本
国
通
貨

７
入
札
書
の
提
出
場
所
及
び
提
出
期
限

⑴
提
出
場
所
大
分
県
土
木
建
築
部
建
設
政
策
課
技
術
・
情
報
シ
ス
テ
ム
班

〒
８７０－

８５０１
大
分
市
大
手
町
３
丁
目
１
番
１
号

⑵
提
出
期
限
平
成
２８年

１１月
１７日

（
木
）
午
前
１０時

た
だ
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
同
月
１６日

（
水
）
午
後
５
時
ま
で
に
必
着
す
る
こ
と
。

８
開
札
の
場
所
及
び
日
時
等

⑴
開
札
場
所
大
分
県
庁
舎
新
館
６
階
入
札
室

⑵
日

時
平
成
２８年

１１月
１７日

（
木
）
午
前
１０時

⑶
再
度
入
札
開
札
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
落
札
者
が
い
な
い
と
き
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭

和
２２年

政
令
第
１６号

）
第
１６７条

の
８
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
再
度
の
入
札
を
行
う
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
再
度
の
入
札
は
、
入
札
者
又
は
そ
の
代
理
人
の
全
て
が
立
ち
会
っ
て

い
る
場
合
は
直
ち
に
そ
の
場
で
、
郵
便
に
よ
る
入
札
を
含
む
場
合
は
別
に
定
め
る
場
所
及

び
日
時
に
行
う
も
の
と
す
る
。

９
入
札
保
証
金
に
関
す
る
事
項

免
除
と
す
る
。

１０
契
約
保
証
金
に
関
す
る
事
項

落
札
金
額
の
１００分

の
１０以

上
の
契
約
保
証
金
を
納
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
、
契
約
保

証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
。

⑴
保
険
会
社
と
の
間
に
県
を
被
保
険
者
と
す
る
履
行
保
証
保
険
契
約
を
締
結
し
た
と
き
。

⑵
過
去
２
年
間
に
国
（
公
団
を
含
む
。
）
又
は
都
道
府
県
と
種
類
及
び
規
模
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
契
約

を
数
回
以
上
に
わ
た
っ
て
締
結
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
全
て
誠
実
に
履
行
し
、
か
つ
、
将
来
契
約

を
履
行
し
な
い
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

１１
入
札
の
無
効
に
関
す
る
事
項

大
分
県
契
約
事
務
規
則
（
昭
和
３９年

大
分
県
規
則
第
２２号

）
第
２７条

に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に

掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
無
効
と
す
る
。

な
お
、
無
効
入
札
を
し
た
者
は
、
再
度
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

⑴
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の

⑵
入
札
に
関
す
る
事
項
に
違
反
し
た
も
の

⑶
入
札
書
が
所
定
の
場
所
及
び
日
時
に
到
達
し
な
い
と
き
。

⑷
入
札
書
に
入
札
者
又
は
そ
の
代
理
人
の
記
名
が
な
く
、
入
札
者
が
判
明
で
き
な
い
と
き
。

１２
入
札
説
明
書
の
交
付
に
関
す
る
事
項

⑴
期
間
平
成
２８年

１０月
７
日
（
金
）
か
ら
同
年
１１月

１０日
（
木
）
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
祝

日
を
除
く
。
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
場
所
大
分
県
土
木
建
築
部
建
設
政
策
課
技
術
・
情
報
シ
ス
テ
ム
班

１３
落
札
者
の
決
定
の
方
法

⑴
有
効
な
入
札
書
を
提
出
し
た
者
で
、
予
定
価
格
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
入
札
を
し
た
者

を
契
約
の
相
手
方
と
す
る
。

⑵
落
札
と
な
る
べ
き
同
価
の
入
札
を
し
た
者
が
２
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
当
該
入
札
者
に
く

じ
を
引
か
せ
て
落
札
者
を
決
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
入
札
者
の
う
ち
く
じ
を
引
か
な
い

者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
代
え
て
、
当
該
入
札
事
務
に
関
係
の
な
い
職
員
に
く
じ
を
引
か
せ
る
も
の

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
報
（
公
告
）
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測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
大
分
市
長
か
ら
公
共
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
数
値
地
形
図
修
正
）

二

作
業
の
地
域

大
分
市
全
域

三

作
業
の
期
間

平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
十
五
日
ま
で

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開
発
区
域
の

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
検
査
済
証
を
交
付
し
た
。

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

豊
後
大
野
市
三
重
町
赤
嶺
字
深
田
千
五
百
五
十
九
番
一
ほ
か
八
筆
、
字
年
神
二
千
十
一
番
ほ
か
三
筆
及

び
二
千
二
十
番
ほ
か
二
筆
の
各
一
部
、
字
大
宮
田
二
千
三
十
二
番
ほ
か
二
十
二
筆
及
び
二
千
九
十
番
一
ほ

か
三
筆
の
各
一
部
、
字
上
川
原
千
六
百
九
十
一
番
ほ
か
三
筆
の
各
一
部
並
び
に
字
大
宮
田
二
千
八
十
九
番

一
地
先
市
道

二

開
発
区
域
の
面
積

二
三
、
七
三
六
・
五
○
平
方
メ
ー
ト
ル

三

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
名
称
・
氏
名

大
分
市
王
子
北
町
五
番
九
号

大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社

大
分
支
店

支
店
長

小

野

作

治

四

完
了
検
査
年
月
日

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
日

と
す
る
。

１４
担
当
部
局

大
分
県
土
木
建
築
部
建
設
政
策
課
技
術
・
情
報
シ
ス
テ
ム
班

〒
８７０－

８５０１
大
分
市
大
手
町
３
丁
目
１
番
１
号

電
話

０９７－
５０６－

４５５９
１５

そ
の
他

⑴
こ
の
調
達
は
、
世
界
貿
易
機
関
（
W
T
O
）
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け

る
。

⑵
そ
の
他
の
詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

１６
Sum

m
ary

⑴
N
ature

and
quantity

ofthe
products

to
be
required

O
ne
setofEquipm

ents
for
O
ita
Prefecture

D
isaster

prevention
video

Publishing
system

⑵
T
im
e
lim
itfor

tender
１０：

００
a.m
．１７
N
ovem

ber２０１６
⑶
Contactpointfor

the
notice

Construction
Policy

D
ivision

Com
m
erce,Civilengineering

and
construction

D
epartm

ent
O
ita
PrefecturalGovernm

ent
３－
１－
１
O
hte-m

achi,O
ita
city

８７０－
８５０１

T
el
０９７－

５０６－
４５５９

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

大
分
県
報
（
公
告
）

九


